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特集＞＞＞　橋梁

小型橋梁点検車の開発

木　村　　　隆

昨今，施工中や供用中の橋梁での重大事故が報じられる中，平成 20 年国土交通省発表の中期計画にお
いても定期点検により，大規模な修繕や更新に至る前に対策を行う予防保全を推進し，計画的に橋梁等の
長寿命化を進める事業がますます重要視されてきている。当社もこの近年増加傾向にある道路橋のメンテ
ナンス工事に対して，機動性，作業性および安全性の向上のニーズに答えるべく，小型の橋梁点検車を開
発したので紹介する。
キーワード： 橋梁点検車

1．まえがき

橋梁点検車とは，橋の点検作業や補修工事において
橋の上部から橋の側面や裏面，橋脚等へ作業員を安全
かつスピーディーに接近させる事を目的とした作業車
である。従来の足場の設置や高所作業車による地上か
らのアプローチに代わって，橋の上部から安全かつ効
率的に工事を行うことができる。
当社では，これまで各種工事において安全・効率的
な高所作業を行うための，高所作業車を製造販売して
きたが，近年増加傾向にある道路橋のメンテナンス工
事に対して，機動性，作業性および安全性向上のニー
ズに応えるべく，橋梁専用の作業車として「ブリッジ
マスター SF77A/SF75A」を開発した。
今回はこの SF77A が当社従来機に対して，お客様
の声をどう反映させたのかの詳細を説明する。

2．道路走行時の機動性向上への取組み

（1）低車高な走行姿勢
本機は，従来型の橋梁点検車の全高が約 3.7 m に対
し，2.95 mと大幅に低車高化を実現した。これはポス
トを垂直姿勢のまま格納する従来機に対し，本機はポ
ストをブームと平行に格納することで可能となった。
これにより限定中型免許で運転の出来る車両車格の
中で，その走行姿勢から作業姿勢を想像出来ないほど
の低車高化を実現し，例えば高架下通過時など車両上
部の接触事故の危険性を回避し，工事現場への移動を
安全かつ容易とした。

図─ 1が当社従来機 SF44A の側面図であり，図─
2及び写真─ 1が新型機 SA77Aの側面図である。

図─ 1　従来機側面図

図─ 2　新型機側面図
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3．作業性向上への取組み

（1）高い遮音壁への乗り越え性能
新型機では従来機ではアプローチの出来なかった都
市部の高速道路などの高い遮音壁を有する高架橋にお
いても最大長 4.8 ｍのブームと，水平～垂直まで起伏
するポストによって（写真─ 2），最大で高さ 6.0 ｍの
遮音壁を乗り越える事を可能にした（図─ 3）。

（2）深い潜り込み深さ
また本機はスライド機構付きの 4段伸縮ポストを装
備しており，1ｍ程度の高欄なら地下深さ 7.7 ｍとい
う潜り込み深さを可能にした（図─ 4）。

表─ 1が当社従来機と新型機のスペック比較であ
る。

（3）湾曲型遮音壁への乗り越え性能
また新型機は，下方に屈曲させた独特のブーム先端
形状によって，湾曲型遮音壁やノイズレデューサーの
設置されている遮音壁に対しても，十分なクリアラン
スを確保し，安全な作業姿勢が取れる事を可能にした
（図─ 5）。

写真─ 1　新型機外観

写真─ 2　各部名称説明

図─ 3　遮音壁乗り越え性能

図─ 4　橋梁下潜り込み性能

表─ 1　新旧スペック比較

機種名 当社従来機 当社新型機
SF44A SF77A

乗り越え姿勢

最大乗り越え高さ 3.5m 6.0m

潜り込
み深さ

遮音壁無し 3.5m 7.7m
3m遮音壁 3.2m 5.3m
5m遮音壁 － 3.4m
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（4）奥まで届く差込長さ
また本機は現場作業に役立つ歩廊式のプラット
フォームを装備し，これは 3段油圧拡張式で，橋梁下
面で全長 7.62 ｍまで拡張する。これにより歩行によ
る点検作業を容易にした。またプラットフォームの
首振り角を 180 度にした事により，1回の現場設置で
66 m2 もの広大な作業領域を実現した（図─ 4，6）。

（5）走行作業
本機は作業姿勢のままでは車両の移動が出来ない
通常のトラックマウント式の高所作業車とは異なり，
ジャッキの下端にウレタン製ローラを装備し，作業姿
勢のまま走行することを可能にした。
この機能によって橋梁下面に長大なプラットフォー
ムを展開している姿勢で車両の移動を行うことがで
き，高架橋下面の点検作業や遮音壁の工事など，点検
面積が広い工事において迅速な作業が行えるようにし
た（写真─ 3）。

4．安全性向上への取組み

作業時の橋梁点検車は高所作業車と同様に転倒事故
や接触事故に対して安全であることが求められる。そ
こで本機には下記のような安全装置を装備した。
①転倒限界を逸脱しないための作業範囲規制装置
②ジャッキやブーム，ポストの自然降下・自然伸長・
自然縮長を防止する逆止弁
③トラックキャビンとブームとの接触を防止するキャ
ビン干渉防止装置
④ブーム下面と遮音壁上部との接触を未然に検知して
防止するブーム下面接触防止装置
また，ローラジャッキによる走行作業時の安全装置
としては下記のようなものを装備した。
①傾斜路面でのジャッキアップ時に車両の逸走を防止
するための作業用補助制動装置（ロックブレーキ）
②傾斜路面走行時に車体の傾斜が使用限界を越えない
か監視する車体傾斜警報装置
③走行速度警報装置
以上，上記を標準装備することで安全な作業を可能
にした。

5．作業現場紹介

写真─ 4は，建設中の高速道路での橋梁点検車と
高所作業車を使っての遮音壁工事の現場である。
写真─ 5は，建設中の高速道路での橋梁点検車を
使っての高欄工事の現場である。
写真─ 6は，一般橋梁での橋梁点検車を使っての
作業用足場の敷設工事の現場である。
写真─ 7は，一般橋梁での橋梁点検車を使っての
橋桁及び橋脚の点検工事の現場である。

図─ 5　ふところ広さ説明

図─ 6　プラットフォーム作業領域

写真─ 3　走行用ローラジャッキ
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6．おわりに

橋梁点検車を使用することによって，今までは足場
の設置や地上から高所作業車を用いることでしか接近
することの出来なかった橋の側面，裏面へのアプロー
チが容易に行うことが出来るようになった。
今後も全国で数万箇所もある橋梁や，高速道路・跨
道橋・跨線橋等の高架橋の保守メンテナンスにおいて，
ますます必要性の高い作業車となってくることから，

安全性・利便性の更なる追求を図り，現場ニーズの期
待に応えていきたいと考えている。
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写真─ 5　高欄工事風景

写真─ 6　足場敷設作業風景

写真─ 7　橋梁点検作業風景

写真─ 4　遮音壁工事風景


